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ＩＣＴの効果的な活用に向けて
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　学校生活全般で、ＩＣＴを活用することによって「主体的な学び」につながるような工夫について、実践した活動や場面を取り上げ記入してください。提出された内容は受講者への配付資料とする他、後日本センターＷｅｂサイトの教材ポータルへの掲載を行う場合がありますので、承諾の可否についても記入してください。なお、事例については個人情報や著作権の保護に留意して作成してください。
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